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"ll定
の 代 調 l「 パ1本 日 行 わ ね た も

漕縮 ウ ラ ン を ォ フヒ tlう こ とザ 研 7t上 に‖1益 を つた ら す こ と ぼ事 実 で き 朽

百 外 ‐今 提 案 さ rlで tl百 貸 専 に は 、 下 言この 理 由で 反 対ぜ め る 。  「
(1)秘 密 が な tlと 五 う こ と りヽ ス r〕 れ て tlぅ ょ 、 伝 ぇ ら nぅ 日米 原 子 力 校 定

ン 6条 日秘 密 の保 全 を 条 件 と L,(lbl密 を 入 4)ぅ こ とを 規 定 し て し1ろ 若

の |ミ 健 な らな t。 (奏 料 参 照 )

(紳 多 く の 康 キは あ っ た 〔

`以
ハ llら ずヽ 肝 末 の原 平 力 開 発 |こ つ tlこ の 制|

―
」a交 換 公 支 と して  ¥の ご 重 残 さィlて ぃ る 。

(5)又  多 く の 象 文 |〔 更 ら ■ ろ「 相 互 の了鮮 にも と す tlて 」 と tlう 言 葉 博

i・・回 の研 究 ざ 17_他 の 活 動 バ 詩 可 'I生
|=彗 る こ とを 意 味 して 1ヽみ。

(4)会 量 の霊 肝 ハ ハ ぅ 陳 ¥力 の 不和 由 利 用 の i― ゎ の 国 際 会 鋳 と協 め と して

ltl界 の環 子 方 /1■
T日 利 用 に 蘭 す る 見 透 tノ ば明 う く な りっ■,ぁ ろ 。   ・

(5)現 在この構 看話荼作 のも とで理縮 ウランを受 Jナ 入Жうこ とは、漕 :ぬ ゥ

ラレイ歳自体のθつbll究 上へのプラス と tlう フフクタ ーを毒庭に入オ1こ

― と (ノ てう なお ipフ で宙賞上 1二 下澤1益 在をそらす こ とになみ。このよぅ

=筆 時 に 高未 に対すろ 充分●見通しを欠いて  上記 のょぅ にIャ ロに不 I‐
ll

‐益 を音 た ら す 調 F「 を 急 く ょ ぅ コ こ と は す べ き て'|ょ 磐 キヽ.

職 や は 政 府 パ 政雀 じ こ の 1:と 定 の 調 印 を 中止 す る こ 毒 望 _「 ろ 。
″
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尚  辛 茫 ぼ 垂 大 な の で あ 否 か ら  多 く のス

て の 菫 見 こな 明 さ ″tう こ とき 希 超 す る 。
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ク瓜 こ l171祠 題 左 た 分 に検 討 し
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〔1)6月 r日 付 毎 日新 国 によ漁 |よ「 日米 原子 力 協 定金丈 」 の第 6條 |ミ 、

「 員材 も して は設 晴及 び装 置 の移 雷ま た 1導 得 務 の供 与 曇花 密資 材 (―

――翼料 の課 拒 ?)の 遍 報 を含 D場 合 に 回 、こ の協 定 に基 tiて 磨 日本

政 府_iた はそ の管轄 の 下 〔め る杖 限 を与 え ら滑 た う のに対 レ 秘 密 曇

料 の通毅  翼材 き に は設備 およ び装備 の移 警 なら び に 最務 の供 与 1さ 行

ゎれないうのとするJ(6月 22日 l・i各 新向寺同様 〕

で め /」
~。

こ滑 は先 す論理
`5に

お よ し■ )業 であ る 。こ F_l支 甲、米 トレ コ 疎

・ 革 力 接定 牙・5条全 支 とほ とん ど同 じ'_40で み ろ久 そ の部 OFkだ ど丁ろ と、

で の lF itt T里 性 は議訳 φ)結 果 生 じモラρて あろ う 。Xト ルコ技 定才 ら条 3藻

女 |き  (‐ 電力 経 済研究 所 資打「 米 卜しコ辱 了 力致 定 とそ の 自題 羮 」よ り )

「̂Restrヽ
lctcd Data sllall not しe col■「nuniccnted urnder tr:is Attr33

由ent cnnd no inater｀ lals OP el‐ u:p「nent and devlces shall 塞3

trarlsie「 Fed onci no serヽvices sheil be fllrllishecl under this

A9reё ment to the GovernΠ 〕ent of ttu「 kisrl Republlc or autrlo_

Flzed persO∩ s uFlder its iu「 i`5dictlcn if the tronsier o( aFly

such materials or eqlJipi⊃erlt and devices or the fti「 nishil‐ c of

any stlch se「 vices involves tl‐ e communlccntlon  oi RestFictec

Data J

葛 日新 聞 のシ 6条 どろ きの は、シ ら行 の lfを 含 支〔aけ て しま っ ヒ議 訳

か ら生 れ た もの と電力 nろ 。 このま はン 1行 の A9「eoFrentで 一旦 ワPて ミ

むべ さ で ある 。

(2)こ の米 卜伐定 オ 5本 を、 朝 日新 回 (5月 22日 付 )の 解 証記 辛 ば 、次 0

よう に 審 率りして し き つ F― 。 こ珀 ウ曇 大 な 譲 訳 を して て15.

「 ン リ祭 で は 秘 密 品 目 ヾ秘 盛 秀 ― 夕は 、 こ r/nl場 定 の つ とで は ― 刀

提 供 し ζ tiと し1つ て tiる 」

ます .こ れ で は 事 実 (磁 縮 ウ ラン としヽう
~ll密

品 目を提 供 す ると し| ′て

klろ 事 実 )と ら以 つて tlろ .こ η ば lnvolveと そ1う 単 語 の設 訳 ab生 した

___ , 
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f
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」な豪■が

き ちが ttで ある 。 involve lと contal∩ (含 む 〕と ははつ き りと 区号Jど 湘 曾

け湘 1き な らな ti。    ・                   ―

‐ .(毎 日新 聞 のiFラ 、 こ こでラ き あ夙 っ∈ tiう )tわ |よ  稽縮 ウラ ン

|ま 明 らが に、Restrlcted Data lミ contalnし て tlう の で ある 。ざ の Dataの

負 ■́【_(督 さ こむ 伴 う 箱 果 す るよ う |て 3ろ )督 らは、秘

密品 目ぽ堤 供 しな tlと tlう の ハン _i2果 の正 し に1訳 ぐあ る 。こ れ は秘 密 の保

全 を条件 と L´ て秘 密 をう ちこ む こ とを要 た して tiう に他 な らな tl。

(3)な お  こ の場 合 /1密 デ ー タ とは l■iで ある か に注 意 し曇 |す れ は な らな tl.

米 簾、子 方沐 144条 によ rt iよ 、こね lξ 極 めて 広範 IEに 亘 フて お り、 -1晏
|〔

た たらね て tlろ よ う奮 _原 子兵 魯 に関 す ろう の虻 けでは 警 Llの で あう 。 (

ここで殺 密 デ ー タ と llう 言葉 の 定義 に 上条文 をも 7_0出 す こ とは適 当 と題ね

11う 。な l■ ■ら 毎日新 1司 に よ う米 日原子 力伎 定 の才 4条 (肩 話 の定秀 )で

回  「 こ の1突 定で 用tら ■ づ く裂 餐 資料 >く 原 ■
~兵

暑 >及 び <特 殊 核 分 裂

性ツ療 >と _j1954聟 米環子方法で定義 どれ夢ラのを tlぅ 」 とな ってに1孔

尚これ は米 卜 Iレ コ技 史】■0条 ¥の まき )

X tt‐
~:力

凌 オ 144集 a(電 汲開発株式会科「 調査資料 J N02よ り〕

「
太貧 領ほ香員会状外 国と被 力 L/て その相手回 l_対 レて次 の率項 に気

する秘密 資料の通報を許 OIす るこ とができる。

1 躁料物要の精製、費 (L及 び このFrの 処理

2 原子オのm発

3 特殊核分製性 物負 の生産

4 健康 及ひ曽含 の保 障

5 李 TEl目 的の■め の際 T7カ の工業での他 へのた用

6 前各号 |こ 関する研究 及び翻発

tヽ しlX上 の核 力は,し lす 胤う原子兵番 の設計製造「_曰 すう裂 な資

.料 の通投を伴 シラので あつて はならな tl o etc_」

(4)米 凍 t~方 )ム で 双務故 定 を縄 |ゝ 際 の基 礎 として た めら れ て tlろ サ■2う 条ォ

-3-―



 ヽ 幸

=頂 は重 響 であ ろ小 あ )ズ |こ ]1用 して おこう 。 ‐        ‐ ■ ‐

「 オ 123朱 (諮 外 国との楔 方 〕                ‐

― 外国  二 との萩 力 は 、 渓の条件 を た す ■ 下 轡 これ を 表施 して

はな らな に|                           .

(1)E各         ・ ‐

(2)楔 力枚 定 匡 F_iし で` 定め ら承 t機 岩 保 全 ヒそ の基 準 とが 維持 さ胤ち

昌 のJ]盟画 によろ 保証

(5)1又 下略      」
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